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な     が     し     ま

広報

５

願
い
を
込
め
た
鯉
の
ぼ
り
春
空
に
な
び
く

　

長
島
北
部
の
本
浦
港
に
た
く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り
が
揚
が

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成
21
年
、
22
年
に
連
続
発
生
し
、

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
赤
潮
が
二
度
と
発
生
し
な
い
よ

う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
、
本
浦
集
落
の
有
志
が
設
置
し

ま
し
た
。
飯
田
満
穗
公
民
館
長
は
「
鯉
の
ぼ
り
を
見
て
、

養
殖
業
者
に
元
気
を
出
し
て
も
ら
い
、
景
気
も
良
く
な
る

と
嬉
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。



心
機
一
転

新
「
獅
子
島
小
学
校
」

が
開
校

　

獅
子
島
地
区
の
幣
串
、
獅
子
島
小

学
校
が
統
合
し
、４
月
８
日
、新
「
獅

子
島
小
学
校
」
の
開
校
式
が
あ
り
ま

し
た
。

　

４
月
８
日
、
町
内
15
の
小
・
中
学

校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第

１
回
獅
子
島
小
・
中
学
校
合
同
入
学

式
で
は
、
小
学
校
に
４
人
、
中
学
校

に
３
人
が
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包

み
、
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　

川
添
健
町
長
は
「
小
学
生
に
な
っ

た
１
年
生
は
ピ
カ
ピ
カ
の
校
舎
で
勉

強
が
で
き
ま
す
。
先
生
の
言
う
こ
と

を
し
っ
か
り
聞
い
て
勉
強
し
、
休
み

時
間
は
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
く
だ

さ
い
。
中
学
校
に
入
学
し
た
生
徒
の

皆
さ
ん
は
、
３
年
間
で
心
と
体
は
大

き
く
成
長
し
ま
す
。
夢
と
情
熱
を

持
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
必
ず
成
果
が

あ
ら
わ
れ
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
、
中
学
１
年

の
荒
田
桃
子
さ
ん
は
「
私
に
は
医
者

に
な
り
た
い
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
た
く
さ
ん
の
経
験
と
努
力

が
必
要
で
す
。
勉
強
と
部
活
動
を
両

立
し
て
、
夢
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に

一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
た
い
で

す
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

町
内
の
小
・
中
学
校
で
入
学
式

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
新
一
年
生

↓大きな声で校歌を披露する児童ら ↓中橋教育長から校旗が手渡される

↑獅子島中学校内に建設された新「獅子島小学校」

↑祝辞を述べる川添健町長↑真新しい制服に身を包んだ新１年生↑誓いの言葉を述べる荒田桃子さん

　

新
校
舎
は
、
片
側
に
あ
る
獅
子

島
中
学
校
の
敷
地
内
に
総
事
業
費

２
億
６
千
９
０
０
万
円
を
か
け
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
町
内
初
の
全
室
冷
暖
房

完
備
と
な
っ
て
お
り
、
主
に
１
階
は

幼
稚
園
で
、
２
階
が
小
学
校
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

開
校
式
で
、
川
添
健
町
長
は
「
児

童
の
皆
さ
ん
に
は
伝
統
の
あ
る
幣

串
、
獅
子
島
両
小
学
校
の
素
晴
ら
し

い
伝
統
と
、思
い
や
り
を
受
け
継
ぎ
、

す
ば
ら
し
い
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

日
髙
好
治
校
長
は
「
統
合
し
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
学
校
に
し

ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
育
ち
、
学
校
で

学
び
、
地
域
で
伸
び
、
大
き
な
荒
波

を
乗
り
越
え
ら
れ
る
子
に
成
長
し
て

く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
中
橋
藤
七
教
育
長
か

ら
日
高
校
長
と
６
年
生
の
湯
元
七
海

さ
ん
に
校
旗
が
手
渡
さ
れ
た
ほ
か
、

最
後
に
児
童
全
員
で
新
し
い
校
歌
を

披
露
し
ま
し
た
。
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たくさんの催しで盛り上がる
第３回夢追い長島花フェスタ

　

３
月
30
日
か
ら
開
幕
し
た
第
３
回

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
は
、
期
間

中
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者

が
訪
れ
春
の
長
島
を
満
喫
し
て
い
ま

す
。

　

４
月
16
日
、
花
フ
ェ
ス
タ
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
、川
床
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
動
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
は
町
内
は
も
と
よ

り
北
薩
地
区
か
ら
96
チ
ー
ム
、
約

５
０
０
人
が
参
加
し
、
汗
を
流
し
ま

し
た
。
団
体
の
部
で
は
「
高
尾
野
東

部
３
組
」
が
、
個
人
の
部
で
は
阿
久

根
市
脇
本
の
筒
豊
志
さ
ん
（
上
原
Ｇ

Ｇ
同
好
会
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

21
日
は
、
第
２
回
夢
追
い
長
島
花

フ
ェ
ス
タ
旗
争
奪
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
同
運
動
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
ど
の
試

合
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
応
援

に
駆
け
付
け
た
保
護
者
ら
か
ら
多
く

の
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
16
チ
ー

ム
が
争
っ
た
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
は
、

出
水
中
央
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
で
は
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
の
体
験
教
室
や
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
石
け
ん
づ
く
り
、
川

床
ふ
れ
あ
い
の
郷
会
場
内
の
「
花
カ

フ
ェ
」
で
は
、
コ
ケ
を
使
っ
た
こ
け

玉
づ
く
り
教
室
な
ど
が
開
か
れ
ま
し

↑
熱
戦
と
な
っ
た
「
第
２
回
夢

追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
旗
争
奪

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
続
出
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
↓

花
カ
フ
ェ
ス
タ
ッ
フ

が
指
導
す
る
「
こ
け

玉
つ
く
り
」
←

→
柴
さ
と
み
さ
ん
に

よ
る「
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
石
け
ん
づ
く
り
」

た
。　

　

こ
の
ほ
か
21
日
か
ら
28
日
に
は
、

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
で
押

し
花
展
示
会
が
開
催
さ
れ
、
押
し
花

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
井
上
京
子
先

生
（
ふ
し
ぎ
な
花
倶
楽
部
所
属
）
ら

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
花
や

葉
っ
ぱ
な
ど
の
植
物
を
、
台
紙
の
上

に
一
枚
ず
つ
丁
寧
に
重
ね
合
わ
せ
、

風
景
な
ど
を
描
く
作
品
は
、
ま
る
で

絵
画
の
よ
う
で
観
る
者
を
圧
倒
す
る

も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　

27
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
サ
ン

セ
ッ
ト
の
丘
会
場
内
の
農
園
で
実
施

さ
れ
た
、
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
取
り
体

験
は
、大
勢
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
、

福
岡
市
か
ら
参
加
し
た
池
田
英
樹
さ

ん
は
「
掘
り
取
り
体
験
を
楽
し
み
に

し
て
、
朝
早
く
福
岡
を
出
発
し
て
来

た
。
去
年
は
１
日
遅
れ
で
参
加
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
年
は
参
加
で
き
て

良
か
っ
た
」
と
満
足
。
息
子
の
翔か

け
る琉

君
（
５
）
は
「
初
め
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ

掘
り
を
し
た
。
大
き
い
の
が
た
く
さ

ん
採
れ
て
、
楽
し
か
っ
た
」
と
大
き

な
声
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
け
玉
づ
く
り
教
室
に
参
加
し

た
、
唐
隈
集
落
の
兒
島
美
由
紀
さ
ん

は
「
花
の
根
元
に
粘
土
を
上
手
に
包

む
と
こ
ろ
が
難
し
か
っ
た
が
、
思
っ

た
よ
り
も
手
軽
に
で
き
た
」
と
楽
し

ん
だ
様
子
で
話
し
ま
し
た
。

↑福岡市から参加した親子連れ

3 広 報 な が し ま



　

4
月
14
日
、
長
島
町
消
防
団
（
諏

訪
義
則
団
長
）
は
長
島
町
鷹
巣
運
動

場
で
平
成
25
年
度
長
島
町
消
防
団
入

退
団
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
入
退
団
式
で
は
86
人
が
入

退
団
し
、
総
勢
２
９
５
人
の
消
防
団

員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
、
川
添
健
町
長
が
諏
訪
義

則
消
防
団
長
へ
町
消
防
団
長
の
辞
令

を
交
付
し
、
長
期
に
渡
り
勤
務
さ
れ

今
回
で
退
団
と
な
る
団
員
に
対
し
感

謝
状
を
贈
呈
し
、
感
謝
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

　

入
団
者
代
表
の
永
岡
躍
志
さ
ん
が

力
強
く
宣
誓
す
る
と
、
川
添
健
町
長

は
団
員
へ
向
け
て
「
地
域
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
り
、
防
災
に
努
め
、

災
害
時
に
は
傷
病
者
の
救
助
や
搬
送

に
尽
力
し
、
地
域
の
福
祉
向
上
に
努

め
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
多
様
化

す
る
災
害
に
備
え
、
町
と
し
て
も
消

防
団
の
活
動
が
充
実
す
る
よ
う
推
進

し
ま
す
。
長
島
町
の
防
災
体
制
に
協

力
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

阿
久
根
警
察
署
の
山
下
耕
治
署
長

は
「
高
齢
者
の
一
人
住
ま
い
が
増
加

し
て
お
り
、
今
日
の
災
害
は
一
昔
前

よ
り
複
雑
化
、困
難
化
し
て
い
ま
す
。

行
方
不
明
者
の
捜
索
や
、
災
害
時
の

避
難
誘
導
、
救
助
に
最
前
線
で
活
躍

す
る
皆
さ
ん
は
、
責
任
感
を
持
っ
て

安
心
安
全
な
地
域
社
会
を
築
け
る
よ

う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

退
団
者
を
代
表
し
て
、
長
島
町
消

防
団
本
部
長
を
歴
任
さ
れ
た
松
尾
安

さ
ん
は
「
若
い
こ
ろ
は
遠
洋
漁
業
で

航
海
士
を
し
て
い
た
。
船
で
地
球
を

一
回
り
し
た
が
、
知
人
は
少
な
か
っ

た
。
消
防
団
に
入
団
し
、
31
年
間
の

団
員
生
活
の
中
で
、
友
人
や
知
り
合

い
が
た
く
さ
ん
増
え
、
一
番
の
心
の

財
産
と
な
っ
た
」
と
こ
れ
ま
で
の
団

員
生
活
を
振
り
返
り
、
在
団
す
る
団

員
へ
感
謝
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
諏
訪
義
則
消
防
団
長
が

「
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
信
頼

さ
れ
る
消
防
団
員
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
各
団
員
が
消
防
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
っ
て
一
致
団
結
し
、
厳
し
い

訓
練
を
乗
り
越
え
て
地
域
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
れ
る
よ
う
精
進
し
て

く
だ
さ
い
」と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

↑新入団員へ辞令が交付
される

↑感謝の言葉を述べる
松尾安さん

県
消
防
協
会
会
長
に

　

諏
訪
義
則
長
島
町
消
防
団
長
が
就
任

↑ 県 消 防 協 会 会 長 に
就任した諏訪義則氏

　

４
月
３
日
、
東
消
防
分
遣
所
庁
舎

建
設
地
検
討
委
員
会
（
濵
田
重
則
委

員
長
）
か
ら
川
添
健
町
長
に
報
告
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
渡
っ
て
長
島
町
民
の
生
命

と
財
産
を
守
っ
て
き
た
東
分
遣
所

は
、
庁
舎
の
老
朽
化
が
進
み
、
十
分

な
敷
地
も
確
保
で
き
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
同
委
員
会
に
お
い
て
建
設
候

補
地
の
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
検
討
委
員
会
の
意
見
が
ま
と

ま
り
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

候
補
地
は
２
地
区
で
、
第
一
候
補

地
は
鷹
巣
地
区
と
な
り
ま
し
た
。
救

急
件
数
が
他
の
地
区
と
比
べ
て
突
出

し
て
多
い
こ
と
と
、
二
次
医
療
機
関

へ
の
搬
送
の
利
便
性
を
考
え
て
の
こ

と
で
す
。
救
急
搬
送
に
長
時
間
を
要

す
る
諸
浦
、
獅
子
島
地
区
も
考
慮
し

て
適
切
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
候
補
地
は
、
各
地
区
へ
の
交

通
面
か
ら
平
尾
地
区
が
適
切
と
な
り

ま
し
た
。
長
島
高
校
跡
地
の
広
い
敷

地
で
あ
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
や

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
発
着
も
可
能
と

思
わ
れ
る
た
め
で
す
。

　

分
遣
所
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

交
通
の
整
備
状
況
、
救
急
救
命
士
の

配
備
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
既
存
の

分
遣
所
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

住
民
の
不
安
解
消
に
考
慮
し
、
最
終

的
な
建
設
地
の
決
定
、
分
遣
所
の
統

廃
合
に
つ
い
て
は
、
同
委
員
会
の
報

告
書
を
参
考
に
、
町
に
お
い
て
具
体

化
し
て
い
く
よ
う
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
、
鹿
児
島
県
消
防
協
会

理
事
を
務
め
て
き
た
諏
訪
義
則
長
島

町
消
防
団
長
が
、
４
月
１
日
付
け
で

鹿
児
島
県
消
防
協
会
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
県
内
の
消
防
職

員
と
団
員
、
１
万
７
千
６
０
０
人
の

代
表
と
し
て
職
務
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

諏
訪
会
長
は
「
長
島
町
は
県
内
で

も
火
災
と
災
害
の
少
な
い
町
で
す
。

東消防分遣所庁舎
　　　　　　建設候補地が決定

川
添
健
町
長
に
報
告
書

が
提
出
さ
れ
る
←

今
後
も
防
火
、
防
災
の
意
識
を
高
く

持
ち
、
誠
心
誠
意
任
期
を
全
う
し
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

長
島
町
消
防
団
入
退
団
式

消
防
人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
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平
成
25
年
度
長
島
町
行
政
連
絡
員

会
議
が
４
月
12
日
、
長
島
町
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
に
は
、
町
内
57
地
区
の

行
政
連
絡
員
が
出
席
。
は
じ
め
に
川

添
健
町
長
か
ら
行
政
連
絡
員
の
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
会

議
で
は
、
行
政
の
業
務
内
容
な
ど
に

行政連絡員（4 月 1 日現在） 各
地
区
の
行
政
連
絡
員
が
決
定

↑５7 地区の行政連絡員が集まった会議

納税功労組合を表彰

地区名 氏　名 地区名 氏　名
田尻 田中　義夫 桂代 川田　　誠

火ノ浦 福原　　弘 三船 山上　　諭
山門野下 東　日出生 薄井 山下　　忍
山門野中 馬場　喜作 白瀬 赤崎　隆友
山門野上 前畑　詔爾 本浦 飯田　満穗

加世堂 浦　　義弘 葛輪 森枝　速人
川床下 追田　道明 片側 杉原　　薫
川床中 中納　克德 御所ノ浦 岡下　亮一
川床上 福嵜　勝行 湯ノ口 湯元　　刷

小坂 立山　昌三 幣串 池田　卓男
杉ノ段 枦元　博昭 平尾中南 松尾   　 安

梅ノ木山 竹田　六雄 母良木 長山　久義
牧 岩下　貞志 藤之元 飯尾和喜雄

市来崎 片下　　晶 萩之牟礼 福永　功憲
脇崎 竪山　隆一 茅屋 宮瀬　久志
塩追 大石　正和 浜漉 大堂　定憲
赤崎 村迫　一幸 北方崎 長井　正喜
山寺 平田　一郎 犬鹿倉 小川　信幸
上揚 荒田　明美 蔵之元 轟　　　保
野中 荒木　英樹 小浜 山下　清通

菅牟田 市尾　　德 指江 池田　尚正
山中 上原　健造 川内 石原　一治
本町 石元　和夫 城川内 坂元　　薫

西 長元　峰男 唐隈 小森　芳裕
矢堂 宮路　研道 広野 松原　義彦

宮ノ浦 平野　利夫 潟 山下  　  猛
伊唐 竹山　司郎 汐見 久保　 賢一
浦底 小田　勝志 馬込 濵田 　重則

福ノ浦 山﨑　晴行

つ
い
て
担
当
課
長
か
ら
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
地
域
住
民
と
行

政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
１
年
間
活
動

し
ま
す
。

　

各
地
区
を
担
当
す
る
行
政
連
絡
員

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　平成 24 年度の納税功労組合表彰式が４月
12 日、長島町開発総合センターで開かれ、
27 の納税組合が表彰されました。
　表彰式では、川添健町長が昨年末の納期限
内に完納した８組合に「優秀賞」を、年度内
に完納した７組合に「優良賞」、納税に対し
顕著な功労のあった 12 組合に「努力賞」を
贈り、これまでの労をねぎらいました。
　表彰された納税組合は次のとおりです。

長
島
町
行
政
連
絡
員
会
議

納税組合
山門野下 梅ノ木山

加世堂 牧
川床上 市来崎
杉ノ段 矢堂

納税組合
小坂 浦底

山門野上 川床中
湯ノ口 川内

桂代

納税組合
山門野中 三船

上揚 母良木
野中 藤之元
山中 蔵之元
本町 汐見

宮ノ浦 馬込

↑川添健町長から表彰状が贈られる

納税優秀賞 納税優良賞 納税努力賞
納期限内（平成 24 年 12 月末日）完納 年度内（平成 25 年 3 月末日）完納 納税に対し顕著な功労のあった組合
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総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 リサイクル処理費 し尿処理費 公債費 その他

914 円 700 円 3,761 円 858 円 1,686 円 3,772 円 46 円

平
成
25
年
度
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
当
初
予
算

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、

平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
は
、
平

成
24
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
2
８

０
９
万
７
千
円
（
２
・
６
％
）
減
と

な
り
、
10
億
５
２
６
８
万
７
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
（
収
入
）
の
主
な
も
の
は
、

各
市
町
か
ら
の
負
担
金
、
鉄
、
ア
ル

ミ
の
不
用
品
売
払
収
入
等
お
よ
び
使

用
料（
じ
ん
か
い
処
理
場
使
用
料
等
）

で
す
。

　

歳
出
（
支
出
）
の
主
な
も
の
は
、

じ
ん
か
い
（
ご
み
）
処
理
、
リ
サ
イ

ク
ル
処
理
、
し
尿
処
理
す
る
た
め
の

経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組
合
の
借
金

返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債
費
、
介
護

保
険
の
認
定
審
査
業
務
の
経
費
で
あ

る
民
生
費
、
圏
域
（
２
市
１
町
）
の

振
興
整
備
の
事
業
推
進
に
使
わ
れ
る

振
興
整
備
事
業
費
、
議
会
費
お
よ
び

総
務
費
で
す
。

　

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
適

正
か
つ
効
率
的
な
財
政
計
画
を
立
て

て
、
組
合
の
健
全
運
営
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

財産収入
　200 万円

諸収入
　1,557 万円 4 千円使用料及び手数料

　2,185 万円

公債費
　３億 3,831 万円

民生費
　6,285 万 6 千円

総務費
　8,200 万 3 千円

振興整備事業費
　200 万円
議会費
　156 万３千円
予備費
　50 万円

住民１人当たりに使われた金額 11,737 円（人口 89,689 人　平成 25 年３月末現在）

10
億
５
２
６
８
万
７
千
円
を
計
上

歳　　入
10億 5,268 万４7円

歳　　出
10億 5,268 万 7千円

衛生費
　５億 6,545 万 5 千円

平成 24年秋の叙勲・瑞宝双光章を受賞
　

宮
ノ
浦
集
落
の
岩
下
隅
則
さ

ん
が
、
長
年
に
わ
た
る
消
防
団

活
動
・
防
災
活
動
に
貢
献
し
た

功
績
を
賛
え
ら
れ
、
瑞
宝
双
光

章
を
受
賞
し
、
伊
藤
祐
一
郎
鹿

児
島
県
知
事
か
ら
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。　

　

同
氏
は
昭
和
32
年
12
月
か
ら

平
成
７
年
３
月
ま
で
の
38
年
間

東
町
消
防
団
に
在
籍
。
こ
の
間

県
消
防
協
会
常
議
員
や
理
事
な

ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
町
民
の

生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。
退
団
後
も
、

町
民
の
地
域
の
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
自
衛
消
防
組
織
の

育
成
な
ど
を
手
が
け
、
そ
の
災

害
予
防
思
想
を
広
く
地
域
に
浸

透
さ
せ
る
な
ど
防
災
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

↑受賞を喜ぶ岩下隅則さん

分担金及び負担金
　10 億 1,326 万 3 千円
○内訳　負担金　阿久根市　　２億 1,709 万 8 千円
　　　　　　　　出水市　　　４億 6,331 万 4 千円
　　　　　　　　長島町　　　１億 1,982 万 4 千円
　　　　　　　　地方交付税　 2 億 1,302 万 7 千円
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長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
［
№
４
］

認
知
症
予
防
シ
リ
ー
ズ
②

「
認
知
症
の
特
徴
」

「
認
知
症
」
は
早
め
の
受
診
が
重
要

で
す
。

「
あ
れ
？
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
相
談

を
！

　

も
の
忘
れ
が
気
に
な
っ
た
り
、
も

の
忘
れ
を
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
た

ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
専
門
医
を
訪

ね
ま
し
ょ
う
。
早
め
の
受
診
を
勧
め

る
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
発
症
す
る
前
に
発
見
で
き
る

　

認
知
症
が
発
症
す
る
前
の
段
階

で
、
脳
の
変
化
を
発
見
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

○
治
癒
で
き
る
病
気
が
あ
る

　

一
見
す
る
と
認
知
症
で
も
実
は
別

の
病
気
で
あ
っ
て
、
効
果
的
な
治
療

法
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
症
状
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る

　

認
知
症
の
ひ
と
つ
「
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
」
は
か
つ
て
、
治
療
法
が
な

い
病
気
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
今
で
は
、
薬
物
療
法
や
脳
の
活

性
化
訓
練
を
行
え
ば
、
治
癒
は
難
し

く
て
も
、
記
憶
障
害
な
ど
の
症
状
の

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
病
気
が
あ
り

ま
す
。
早
め
に
診
断
を
受
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
病
気
に
適
し
た
治
療
を
開

始
す
れ
ば
、
治
療
効
果
も
上
が
り
ま

す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

　

日
本
で
は
、
認
知
症
の
人
の
う
ち

半
数
以
上
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
は
脳
に
あ
る
種
の
た
ん
ぱ
く

質
が
た
ま
っ
て
神
経
細
胞
が
次
々
と

破
壊
さ
れ
、
脳
の
機
能
が
損
な
わ
れ

て
い
く
病
気
で
す
。
神
経
細
胞
の
減

少
に
よ
っ
て
、
脳
も
萎
縮
し
て
い
き

ま
す
。

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

　

脳
の
神
経
細
胞
の
中
に
、
あ
る
種

の
た
ん
ぱ
く
質
が
固
ま
っ
て
「
レ

ビ
ー
小
体
」
が
で
き
る
こ
と
が
、
こ

の
病
気
の
原
因
で
す
。
レ
ビ
ー
小
体

は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
脳
の
記
憶

な
ど
に
関
係
す
る
部
分
に
出
現
す
る

と
認
知
症
に
な
り
ま
す
。

脳
血
管
性
認
知
症

　

認
知
症
に
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

を
伴
わ
な
い
も
の
と
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
を
伴
う
「
混
合
型
」
が
あ
り

ま
す
。
混
合
型
は
脳
の
血
管
が
詰
ま

る
脳
梗
塞
や
、
脳
の
血
管
が
破
れ
る

脳
内
出
血
に
よ
っ
て
発
症
し
ま
す
。

　

脳
梗
塞
や
脳
内
出
血
を
発
症
し
脳

細
胞
に
悪
影
響
が
出
る
と
、
脳
の
働

き
が
低
下
し
ま
す
。
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
る
の
が
記
憶
な
ど
に
関
係
す
る
部

分
だ
と
、
認
知
症
に
な
り
ま
す
。
多

く
の
場
合
、
脳
梗
塞
や
脳
内
出
血
の

発
作
を
繰
り
返
す
た
び
に
症
状
が
進

行
し
ま
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
と
脳
血
管
性
認
知
症
が

一
緒
に
な
っ
て
進
行
す
る
ほ
ど
認
知

症
を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
多

く
の
場
合
、
老
化
と
と
も
に
こ
れ
ら

の
病
気
が
知
ら
な
い
う
ち
に
脳
の
中

で
重
複
し
て
起
き
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
日
頃
の
生
活
習
慣
を
正
し

く
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］
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i n f o r m a t i o n
予防接種法が改正されました
４月１日から予防接種法が改正されました。
主な変更点は下記のとおりです。
▽ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸

けい

がん予防接種が定期
の予防接種になりました ( 下記参照 )。
▽ BCG 接種の対象者が 1 歳未満まで拡大されました。
▽日本脳炎の積極的勧奨の差し控えにより、接種機　
会を逃してしまった 20 歳未満の対象者（平成 7 年 6
月 1 日から平成 19 年 4 月 1 日に生まれた人）に平成

＜定期予防接種に追加されたワクチン＞

ワクチンの種類 対象者 接種回数
標準的な接種月（年）齢

および接種間隔

ヒブワクチン 生後 2 カ月から

５歳未満

接種開始が生後２カ月

から７カ月未満の場合

初回：３回

追加：１回

初回接種開始：生後２カ月から７カ月未満

追加：初回終了後７カ月から 13 カ月

初回：27 日（医師が認めるときは 20 日）～ 56 日間隔

追加：初回終了後７月から 13 月の間に接種

接種開始が生後７カ月

から 12 カ月未満の場合

初回：２回

追加：１回

接種開始が１歳から

５歳未満の場合

１回

小児用肺炎球菌ワクチン 生後 2 カ月から

５歳未満

接種開始が生後２カ月

から７カ月未満の場合

初回：３回

追加：１回

初回接種開始：生後２カ月から７カ月未満

初回：27 日間以上の間隔

追加：初回終了後 60 日以上で生後 12 カ月から 15 カ月接種開始が生後７カ月

から 12 カ月未満の場合

初回：２回

追加：１回
接種開始が１歳未満

から２歳未満の場合

２回 60 日以上間隔をあけて接種

接種開始が２歳から

５歳未満の場合

１回

子宮頸
けい

がん予防ワクチン

（サーバリックスの場合）

小学６年から

高校１年相当

の女子

　　　　　  3 回

１回目：中学１年

２回目：１回目の接種から１月

３回目：１回目の接種から６月

◎問い合わせ先　　
　役場保健衛生課　　☎（86）1146［直通］

　

町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
推
進
の

一
環
と
し
て
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
図

る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入

に
対
す
る
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
に
取
り

組
む
た
め
、
手
軽
に
生
ご
み
の
減
量

が
で
き
、
環
境
に
も
や
さ
し
い
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
生
ご
み
処
理

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
次
の
項
目
全
て
に
該
当

す
る
人
と
し
ま
す
。

　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し
て

　

い
る
人

　

②
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
適

　

正
に
維
持
管
理
し
、
堆
肥
を
利
用

　

で
き
る
人

　

③
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ッ

　

ト
を
役
場
、
指
江
庁
舎
に
受
け
取

　

り
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

④
終
了
後
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト

　

に
回
答
で
き
る
人

　
○
モ
ニ
タ
ー
期
間

　

１
年
間

○
募
集
期
間
お
よ
び
募
集
世
帯

　

５
月
13
日
（
月
）
～
31
日
（
金
）

　

先
着
２
０
０
世
帯

○
申
し
込
み
方
法

　

役
場
保
健
衛
生
課
、
指
江
庁
舎
総

合
管
理
課
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

↑ダンボールコンポスト

7 年 4 月 2 日から 5 月 31 日までの間に生まれた人が
追加されました。
▽免疫の機能に支障を生じさせる疾病にかかってい　
たなどの特別な事情により、定期接種の
　機会を逃したと認められる人は、その特別な事情　
がなくなった日から 2 年を経過するまでの間、定　
期の予防接種として受けられるようになりました。

○
持
参
す
る
も
の

　

印
鑑

○
配
布
物
品
お
よ
び
配
布
場
所

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ッ
ト

お
よ
び
説
明
書
を
役
場
保
健
衛
生

課
、
指
江
庁
舎
総
合
管
理
課
で
配
布

し
ま
す
。

○
応
募
者
が
準
備
す
る
も
の

　

紙
ガ
ム
テ
ー
プ
、ビ
ー
ル
ケ
ー
ス
・

コ
ン
テ
ナ
な
ど
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
を
載
せ
る
台
座

※
町
で
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

５
月
31
日
（
金
）（
鷹
巣
・
指
江
）

　

６
月
３
日
（
月
）（
獅
子
島
）

　
　
　
　

午
後
７
時
か
ら
30
分
程
度

○
会
場

　

鷹
巣
総
合
町
民
体
育
館
玄
関
前

　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
玄
関
前

　

獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］
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早期発見で命を守る
　町民の皆さんに健やかな生活を
送っていただくため、子宮頸

けい

がん・
乳がん検診を各地区で実施します。
本年度は、２つの検診を同時に実施
します。検診は、受診者の都合の良
い会場で受診することができます。
　子宮頸

けい

がんは 20 ～ 30 代、乳が
んは 40 ～ 50 代の女性に増加して
います。初期症状はほとんどなく自
分では気づきません。
　対象年齢は乳がんが 40 歳以上、
子宮頸

けい

がんが 20 歳以上です。対象
年齢の女性のかたは、この機会にぜ
ひ受診しましょう。

月　日 曜日 受付時間 会　場

５月７日 火
9：00 ～ 9：15 潟公民館

13：00 ～ 13：15 長島町文化ホール（指江）

５月 8 日 水
9：00 ～ 9：15 蔵之元公民館

13：00 ～ 13：15 平尾老人憩いの家

５月 9 日 木
9：00 ～ 9：15 山門野コミュニティセンター

13：00 ～ 13：15 川床コミュニティセンター

５月 10 日 金
9：00 ～ 9：15 諸浦コミュニティセンター

12：30 ～ 12：45 獅子島アイランドセンター

５月 16 日 木
9：00 ～ 9：15 保健福祉センター（鷹巣）

13：00 ～ 13：15 保健福祉センター（鷹巣）

５月 17 日 金
9：00 ～ 9：15 保健福祉センター（鷹巣）

13：00 ～ 13：15 保健福祉センター（鷹巣）

10 月 25 日 金
9：00 ～ 9：15 長島町文化ホール（指江）

13：00 ～ 13：15 保健福祉センター（鷹巣）

テ ィ ー ル ア ン ド
ホ ワ イ ト リ ボ ン 　   

（子 宮 頸 が ん）
ピ ン ク リ ボ ン
　   （乳 が ん）

【子宮頸
けい

がん・乳がん検診日程】

　

こ
れ
ま
で
本
町
の
外
国
語
指
導

助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
頑
張
っ

て
き
た
マ
ー
ク
・
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・

ポ
ー
ル
の
後
任
と
し
て
、
新
し
い

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
着
任
し
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
町
内
各
小
・
中
学

校
の
外
国
語
の
授
業
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
ほ
か
、
外
国
の
文
化
な
ど
を

児
童
・
生
徒
に
教
え
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

３代目キャンペーンレディ

　本町のさまざまなイベントなどの情報発信を担う３代目キャン
ペーンレディが４月に決まり、活動を開始しています。
　 ３ 代 目 キ ャ ン ペ ー ン レ デ ィ に 決 ま っ た の は 浜 田 美 智 子 さ ん

（27）と脇田真愛沙さん（20）の２人です。就任後さっそく町の
催しやイベント会場などを訪れ、 積極的にＰＲ活動を始めまし
た。
　浜田さんは「生まれ育った長島が大好き。自然と食のあふれる
長島を多くの人に伝えたい」と応募したきっかけを話し、昨年度
から引き続き務める脇田さんは「長島の美味しい特産品や風光明
媚な景観を県内外の人にＰＲしたい」と抱負を語りました。 ▽左：浜田美智子さん　

▽右：脇田真愛沙さん

　はじめまして。私はジョナサン・
ライアン・クレイトンです。アメ
リカのワシントン州、スポケーン
出身です。サッカー、アメリカン・
フットボールなどスポーツが好き
です。
　私は地元で釣りやキャンプ、農
場で働いたりして育ちました。長
島は海と山がきれいで、故郷を思
い出します。私は初めて日本に来
ました。長島の皆さんと過ごす１
年が楽しみです。

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係
　☎（86）1146［直通］

9 広 報 な が し ま



４
月

１
日　
　
　

       

辞
令
交
付
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

    

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
辞
令
交
付
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
（
鹿
児
島
市
）

2
日     　

   　

県
庁
・
北
薩
地
域
振
興
局
へ
要
望　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
鹿
児
島
市
・
薩
摩
川
内
市
）  

３
日　
　
　
　

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　

消
防
分
遣
所
検
討
結
果
報
告
（
指
江
庁
舎
）

４
日　
　
　

    

全
体
朝
礼
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）  　
　

　
　
　
　
　
　

国
民
文
化
祭
打
合
せ
会
（
長
島
町
役
場
）

６
日　
　
　
　

塩
追
消
防
格
納
庫
落
成
祝
賀
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
（
塩
追
）

８
日　
　

    　

獅
子
島
小
・
中
学
校
開
校
式
・
入
学
式　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
獅
子
島
）

　
　
　
　
　
　

環
境
省
水
俣
病
対
策
室
長
来
庁　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
（
獅
子
島
）

９
日　
　
　
　

水
産
振
興
計
画
意
見
交
換
会
（
鹿
児
島
市
）

10
日　
　
　
　

転
入
学
校
職
員
宣
誓
式
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

12
日　
　
　
　

長
島
町
納
税
表
彰
式
・
行
政
連
絡
員
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
国
道
事
務
所
長
来
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

自
衛
隊
父
兄
会
総
会
（
太
陽
の
里
）

14
日　
　
　
　

長
島
町
消
防
団
入
退
団
式
（
鷹
巣
運
動
場
）

15
日                 

県
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
鹿
児
島
市
）

16
日　
　
　
　

花
フ
ェ
ス
タ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
川
床
）

17
日               

長
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
総
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

18
日
～
19
日   

九
州
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
・
理
事
会
・

　
　
　
　
　
　

情
報
交
換
会　
　
　
　
　
　

  　
（
福
岡
市
）

19
日　
　
　
　

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　

  （
鹿
児
島
市
）

20
日
～
21
日　

関
西
な
が
し
ま
会
（
大
阪
府
）

22
日　
　
　

    

県
ダ
ム
・
発
電
関
係
市
町
村
協
議
会
定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

県
市
町
村
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
定
期
総
会

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
施
設
建
設
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
（
阿
久
根
市
）

23
日　
　
　
　

長
島
町
教
育
関
係
者
・
管
理
職
な
ど
合
同
歓
迎
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

24
日　
　
　
　

長
島
町
体
育
協
会
評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

25
日　
　
　
　

土
砂
防
災
防
止
の
集
い
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

全
国
治
水
砂
防
協
会
鹿
児
島
支
部
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
鹿
児
島
市
）

26
日　
　
　
　

県
政
説
明
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

か
ご
し
ま
応
援
寄
付
金
募
集
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
鹿
児
島
市
）

28
日　
　
　
　

獅
子
島
招
魂
祭
・
つ
つ
じ
祭
り
（
獅
子
島
）

あ
な
た
の
応
援
が

　

ふ
る
さ
と
を
支
え
ま
す

　
長
島
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
も
寄
附
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
「
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長
島
景
観
基
金
」「
獅

子
島
架
橋
基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
た
ほ
か
、
一
部
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を
利
用
し
て
寄
付
し
た
場
合
、
そ
の
相
当
額
が
現
在
お
住
ま
い
に

な
っ
て
い
る
自
治
体
の
住
民
税
な
ど
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
長
島
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
、
長
島
町
に
縁
の
あ
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
活
用

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
一
役
担
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
86
）
１
１
３
４[
直
通]

ふるさと納税制度を活用し、きれいに整備された

沿道の花壇と満開になった花々（下山門野地内）
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　料理からスイーツまで、ポリ
袋１つで作れちゃいます。

　停車中にたった７分間で、新
幹線をピカピカにする新幹線劇
場を紹介します。

新
幹
線
お
掃
除
の
天
使
た
ち
　

遠
藤　

功  

著

油
を
使
わ
ず
ヘ
ル
シ
ー
料
理
！

ポ
リ
袋
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
川
平　

秀
一  

著

虻あ
ぶ

日
和
男
手
に
干
す
す
す
ぎ
も
の
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

黄
砂
来
る
善
か
ら
ぬ
輩
伴
ひ
て
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

若わ
か
め布

干
す
軒
連
な
り
て
漁
師
村
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

み
ど
り
児
の
チ
ョ
キ
が
な
か
な
か
初
桜
　
　
迫
口
　
君
代

雛ひ
な

の
日
や
生
涯
二
人
笛
太
鼓
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

島
棲ず

み
の
出
入
り
止
め
た
る
彼ひ

が
ん岸
西に

し風
　
　
二
階
堂
妙
子

黄
砂
降
り
天
草
島
も
う
す
曇
り
　
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

特
攻
の
御
霊
や
す
ら
ぐ
花
吹
雪
　
　
　
　
　
坂
口
　
静
子

眠
る
嬰や

や

つ
む
じ
が
右
に
桃
の
花
　
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

修
験
者
も
見
し
鶴
北
へ
帰
り
け
り
　
　
　
　
竹
内
　
　
功

故
郷
へ
橋
を
渡
れ
ば
山
笑
う
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

満
開
の
桜
に
百
舌
は
戯
れ
て
飛
び
交
ふ
度
に
花
散
ら
し
を

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
美
代
子

明
日
は
亡と

う父
さ
ん
の
米
寿
の
誕
生
日
と
娘
言
ふ
忘
れ
至
れ

ど
言
葉
を
あ
わ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

生
え
継
ぎ
し
三
つ
葉
の
緑
に
亡は

は母
偲
ぶ
海
苔
巻
き
具
材
の

一
品
な
り
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
ヒ
ロ

硝が
ら
す子

戸
に
海
の
反
映
光
り
し
か
小
綬
鶏
飛
び
来
微
塵
に
割

る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
幸
子

教
科
書
に
残
れ
る
亡つ

ま夫
の
落
書
に
俄
か
に
淋
し
力
が
抜
け

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

高
串
の
桜
並
木
の
花
び
ら
は
轍
わ
だ
ち
の
ご
と
く
道
路
を
ま
ろ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
映
子

夕
暮
れ
の
孟
宗
竹
は
揺
れ
止
ま
ず
行
人
岳
の
灯
間あ

は
ひよ
り
見

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

壊
さ
れ
し
古
巣
の
隣
に
作
り
ゆ
く
燕
の
番
つ
が
ひ

は
ひ
と
日
忙
し

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

赤
々
と
天
草
の
空
の
夕
焼
け
が
真
向
ふ
わ
が
家
の
窓
仄
赤

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

鶴
去
り
し
餌
場
を
機
械
の
響
き
た
り
蓮れ
ん
げ華

田
渡
る
風
ま
だ

冷
ゑ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

夜
半
に
読
む
本
を
め
く
れ
る
手
の
皺
が
レ
ン
ズ
を
通
し
太

く
深
け
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

貰
ひ
た
る
筍
を
茹
で
明
日
に
は
子
に
送
ら
ん
か
長
島
の
香

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

球
磨
川
の
岸
辺
に
連
な
る
桜
花
満
開
に
し
て
流
れ
に
映
ゑ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

砂
浜
に
流
れ
つ
き
た
る
貝
殻
の
自
伝
消
し
た
る
目
に
痛
き

白　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

竹
群
に
風
吹
け
ば
い
と
日
竹
群
は
傾
ぶ
き
て
い
る
風
吹
く

方
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

そ
の
昔
母
に
頼
ま
れ
両
の
手
を
毛
糸
巻
き
巻
き
に
貸
し
し

こ
と
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

取
り
柄
な
き
雑
木
で
す
ら
も
木
の
ゆ
え
に
日
日
の
風
音
伝

え
て
立
て
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

片
耳
を
枕
に
つ
け
て
寝
ね
た
れ
ば
命
の
音
す
か
す
か
な
れ

ど
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

あ
た
た
か
き
飯
に
卵
を
か
け
て
食
う
鶏
が
く
れ
し
今
日
の

し
あ
わ
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

運
勢
は
晩
年
運
に
入
り
た
る
が
金
無
き
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
ら
ず　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

　
　
　
　
　
　
　

［
短
歌
］

生
る
こ
と
人
生
長
く
有
て
こ
そ
思
う
事
な
ど
成
し
と
げ
た

り
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

佇
み
て
渦
潮
眺
め
思
い
つ
め
母
の
命
の
お
わ
り
を
知
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
地　

雪
舞

駆
け
降
り
て
駆
け
上
が
り
ま
た
駆
け
降
り
る
大
阪
駅
の
未

だ
夢
に
出
づ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

見
わ
た
せ
ば
柳
桜
を
間
に
ま
ぜ
て
春
の
丘
よ
り
み
わ
た
す

錦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
仮
屋
辰
子

［
俳
句
］

隕
石
の
落
ち
た
る
春
の
天
体
シ
ョ
ウ　
　
　

宗
方　

清
明
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児
童
手
当
現
況
届
は
お
早
め
に

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
け
は
、
受
給
者
に
義
務
付
け

ら
れ
た
も
の
で
、
６
月
１
日
現
在
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当

を
引
き
続
き
受
給
す
る
要
件
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
提
出
が
な
い
場
合
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
６
月
分
以
降
の
手
当

（
平
成
25
年
10
月
支
給
分
か
ら
）
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
期

日
内
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。　

○
現
況
届
の
送
付

　

平
成
25
年
６
月
上
旬

　
　
　
　
　
　
　
（
課
税
額
確
定
後
）

○
受
付
期
間

　

６
月
10
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

○
提
出
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

役
場
総
合
管
理
課
（
指
江
庁
舎
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
現
況
届

　

②
児
童
手
当
に
係
る
学
校
給
食
費

　
　

な
ど
の
徴
収
に
関
す
る
申
出
書

　

③
印
鑑

　

④
受
給
者
の
健
康
保
険
証
ま
た
は

　
　

年
金
加
入
証
明
書

　
　
（
国
民
年
金
以
外
の
人
）

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
も
の

○
平
成
25
年
１
月
１
日
時
点
で
町
内

に
住
所
が
な
か
っ
た
人

　

平
成
25
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証

　

明
書

　
　
（
平
成
25
年
１
月
１
日
時
点
で

　
　

住
所
の
あ
っ
た
市
区
町
村
で
発

　
　

行
さ
れ
ま
す
）

○
児
童
と
別
居
さ
れ
て
い
る
人　
　

（
住
民
票
が
別
住
所
と
な
っ
て
い
る
人
）

　

別
居
し
て
い
る
児
童
の
住
民
票
謄

　

本
、 

別
居
監
護
申
立
書
な
ど

○
振
込
口
座
を
変
更
し
た
い
人

　

受
給
者
名
義
の
預
金
通
帳

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

　

役
場
総
合
管
理
課

　

☎
（
88
）
５
６
５
１
［
直
通
］

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕

事
な
ど
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委
員
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行

政
の
仕
組
み
な
ど
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
、
相
談
者
へ
助
言
し
た
り

関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し
を
す
る
の
が

主
な
仕
事
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

○
日
時

　

5
月
22
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
場
所

　

指
江
庁
舎
大
会
議
室

○
行
政
相
談
委
員

　

下
平　

隆
康
氏
（
矢
堂
）

　

清
原　

郁
美
氏
（
平
尾
中
南
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

自
動
車
税
は
５
月
31
日
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現

在
で
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
自
動
車
の
所
有
者
が
納
め
る
税

金
で
す
。
納
税
通
知
書
が
届
い
た
ら
、

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

○
納
付
期
限

　

5
月
31
日
（
金
）

○
納
税
方
法

　

・
金
融
機
関
窓
口

　

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

　
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の
お

願
い
（
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
）

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

事
業
主
が
納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業

員
に
代
わ
り
、
毎
月
支
払
う
給
与
か

ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、
納
入

す
る
制
度
で
す
。

　

県
で
は
、
制
度
の
徹
底
を
図
る
た

め
、
県
が
発
注
す
る
建
設
工
事
な
ど

の
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
時
に
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の
実
施
状

況
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
９
６

　
農
業
共
済
制
度
の
積
極
的
な
活

用
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

農
業
共
済
制
度
は
、
自
然
災
害
な

ど
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
損
失
を
補

う
こ
と
で
、
農
業
経
営
の
安
定
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
保
険
制
度

で
す
。
農
業
共
済
組
合
な
ど
に
申
し

込
み
、
掛
金
を
納
入
す
る
こ
と
で
加

入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
掛
金
の
約
半

分
は
国
が
負
担
し
ま
す
。

　

農
作
物
や
園
芸
施
設
な
ど
の
被
害

に
備
え
て
積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

○
農
作
物
共
済

　

水
稲
、
麦
な
ど　

○
家
畜
共
済

　

牛
、
馬
、
豚

○
果
樹
共
済

　

温
州
み
か
ん
、
指
定
柑
橘
な
ど

○
畑
作
物
共
済

　

バ
レ
イ
シ
ョ
、
さ
と
う
き
び

○
園
芸
施
設
共
済

　

施
設
園
芸
用
の
施
設

　
（
施
設
内
農
作
物
も
併
せ
て
加
入
可
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
共
済
組
合
な
ど  

　

県
庁
農
業
経
済
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
１
３
４

下平　隆康氏

清原　郁美氏
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６
月
１
日
～
10
日
は
歯
の
衛
生

週
間
で
す

６
月
1
日
か
ら
の
「
歯
の
衛
生
週
間

行
事
」
と
し
て
、
地
区
内
の
小
・
中

学
校
児
童
生
徒
に
よ
る
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
展
と
歯
科
検
診
・
無
料
相
談
を

開
催
し
ま
す
。

①
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展

○
期
間

　

６
月
1
日
（
土
）
～
10
日
（
月
）

○
場
所

　

A
コ
ー
プ
鹿
児
島
あ
ず
ま
店
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
が
し
ま
鷹
巣
店
、

A
コ
ー
プ
鹿
児
島
な
が
し
ま
店
な
ど

※
展
示
期
間
お
よ
び
場
所
は
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
歯
科
検
診
・
無
料
相
談

○
日
時

　

6
月
8
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

※
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展
の
優
秀
者
表

彰
式
も
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
公
衆
衛
生
担
当

　
（
児
島
歯
科
医
院
）

　

☎
（
86
）
１
２
６
６

　
　
　

命
を
守
る
３
つ
の
基
本

　

こ
れ
か
ら
マ
リ
ン
シ
ー
ズ
ン
と
な

る
夏
場
は
水
難
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

串
木
野
海
上
保
安
部
で
は
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
で
命
を
守
る
3
つ
の
基
本

「
自
己
救
命
策
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。

○
基
本
１

［
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用
］

　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
救
命
胴

衣
）
は
命
を
助
け
る
た
め
の
も
の
で

す
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
が
生

死
を
分
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
体

に
合
っ
た
適
切
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
常
時
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
基
本
２

［
連
絡
手
段
の
確
保
］

　

釣
り
な
ど
に
行
く
際
は
一
人
で
な

く
、
複
数
名
で
行
き
ま
し
ょ
う
。
事

故
発
生
時
に
対
処
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
携
帯
電
話
は
防
水
パ
ッ
ク
に
入

れ
て
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
基
本
３

［「
１
１
８
番
」
の
有
効
活
用
］

　
「
１
１
８
番
」
は
、
海
上
保
安
庁

専
用
の
緊
急
電
話
番
号
で
24
時
間
無

休
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
海
で
の
事

故
や
緊
急
時
に
は
、
全
国
共
通
・
局

番
な
し
の
「
１
１
８
番
」
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

串
木
野
海
上
保
安
部
警
備
救
難
課

　

☎
０
９
９
６
（
32
）
３
５
９
２

か
ご
し
ま
県
政
出
前
セ
ミ
ナ
ー

申
込
受
付
中

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

要
望
に
応
じ
、
県
政
の
課
題
や
重
点

施
策
な
ど
に
つ
い
て
県
職
員
が
直
接

お
伺
い
し
説
明
を
行
う
「
か
ご
し
ま

県
政
出
前
セ
ミ
ナ
ー
」
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
の
は
、
自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
、
お
お
む
ね
20
人
以
上
の

参
加
が
見
込
め
る
会
合
や
研
修
会
な

ど
と
な
り
ま
す
。

○
実
施
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
９
時

　
（
土
日
、
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

○
申
込
方
法

　

開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
広
報
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
０
９
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
１
９

　

電
子
メ
ー
ル

　

 （kenm
in-koe@

pref.kagoshim
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職
業
訓
練
指
導
員
（
48
時
間
）

講
習
実
施
の
案
内

　

職
業
訓
練
指
導
員
（
48
時
間
）
講

習
は
、
職
業
訓
練
指
導
員
と
し
て
必

要
な
能
力
を
付
与
す
る
た
め
、
厚
生

労
働
大
臣
の
指
定
す
る
講
習
実
施
要

領
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

○
期
日

　

７
月
29
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

　

８
月
５
日
（
月
）
～
７
日
（
水
）

　

の
６
日
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
場
所

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

○
受
講
資
格

　

①
技
能
検
定
１
級
・
単
一
等
級
合

　
　

格
者

　

②
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で
４

　
　

年
～
10
年
の
実
務
研
修
者

　

③
免
許
職
種
に
関
す
る
学
科
を
修

　
　

め
た
人
で
、
大
卒
者
２
年
、
短

　
　

大
・
高
専
卒
者
４
年
、
高
卒
者

　
　

７
年
の
実
務
経
験
の
あ
る
人

○
受
付
期
間

　

５
月
27
日（
月
）～
６
月
７
日（
金
）

○
定
員

　

30
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

○
受
講
料

　

１
万
２
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
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０
９
９
（
２
２
６
）
３
２
４
０

統
計
調
査
を
偽
っ
た
「
か
た
り

調
査
」
に
ご
注
意
を

　

最
近
、
県
内
に
お
い
て
「
県
の
国

勢
調
査
の
者
」
を
名
乗
る
者
か
ら
、

電
話
で
家
族
構
成
や
資
産
状
況
な
ど

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
次
回
の
国
勢
調
査
は

平
成
27
年
度
で
あ
り
、
電
話
で
の
調

査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
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い
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課
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０
９
９
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２
８
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）
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７
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役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係
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（
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）
１
１
３
４
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いろんなグルメが目白押し
ランチバイキングがスタート

　３月に指定管理者となった（株）エヌ・フーズが
４月５日、レジャーランド太陽の里・温泉センター
東泉望をリフレッシュオープンし、ランチバイキン
グを始めました。
　この日は開店に合わせ、大勢の家族連れなどが長
蛇の列をなし、色とりどりのメニューに舌鼓をうち
ました。メニューは地元産のジャガイモの煮物やフ
ラ イ、 骨 ま で 軟 ら か い ブ リ の 荒 炊 き な ど 多 種 多 様
で、なかでもチョコレートが滝のように流れるチョ
コ レ ー ト フ ァ ウ ン テ ン は、 甘 い 香 り を 周 囲 に 漂 わ
せ、たくさんの目を引きつけました。
　重信哲也支配人は「地域を元気にする情報発信基
地 で あ り た い。 健 康 重 視 で 長 島 ら し い バ イ キ ン グ
が、口コミで広がればいい」と今後の意気込みを話
しました。

←たくさんの目
を 引 き つ け た
チ ョ コ レ ー ト
ファウンテン

危 長島町交通安全総点検を実施
険個所を見直し早急な対応を

　長島町の玄関口である黒之瀬戸だんだん市
場 前 か ら 火 ノ 浦 信 号 機 三 叉 路 間 で、 ４ 月 11
日、春の交通安全週間に併せて長島町交通安
全総点検が実施されました。
　これは、交通安全・バリアフリーなどの観
点から道路施設を点検し、町と住民・関係機
関が一体となって取り組み、安心して暮らせ
るまちづくりを進めることを目的としていま
す。
　歩道の広さや標識の位置などを歩いて点検
し、地域の活性化や、高齢者、児童らの往来
について、安全を再確認しました。

↑真剣なまなざしで点検を行う参加者

功績を讃え
池 田尚正氏に感謝状を贈呈

　３期６年に渡り、行政相談委員として、町
民の皆さんと町との橋渡しをしてきた池田尚
正氏（指江集落）の功績を讃え、総務大臣か
ら感謝状が贈呈され、４月１１日、鹿児島行
政評価事務所から伝達されました。
　池田氏の後任には清原郁美氏（平尾中南集
落）が就任し、同日、委嘱状が伝達されまし
た。清原委員は「町民の皆さんのお役にたて
るよう頑張ります。気軽に相談ください」と
抱負を述べました。

↑感謝状を受け取る池田尚正氏（左）

↑好きな料理が
選べるランチバ
イキング
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島での教育方針を学ぶ長 転入学校職員宣誓式

　町内の小・中学校に今春転入した学校職員
36 人の宣誓式が４月 10 日、長島町文化ホー
ルでありました。出席した職員は、長島町の
教育行政の基本方針を学び決意を新たにしま
した。
　式では、中橋藤七教育長が「早く学校や地
域に慣れて、子どもたちの教育に全力を注い
でください」とあいさつ。本浦小学校に赴任
した蒲原みなみ養護教諭が「職務とその責任
の特殊性を深く自覚し、誠実かつ公正に職務
を執行します」と力強く宣誓しました。

↑大きな声で宣誓する蒲原教諭

新 入学児童の交通・防犯教室
「いかのおすし」で学ぶ

　阿久根警察署管内の新入学児童を対象とし
た、阿久根署による交通・防犯教室が行われ
ました。
　４月 16 日から町内の全ての小学校で出前
授業が開かれ、特産品をモチーフにした「ボ
ンタン刑

で か

事とマンダリン巡査」が登場する紙
人形劇では、防犯対策「いかのおすし」をＰ
Ｒしました。独自のキャラクターたちに児童
た ち は 興 味 を 引 き つ け ら れ ま し た。 こ の ほ
か、こども 110 番の家の紹介と鹿児島いずみ
農業協同組合から防犯ブザーのプレゼントも
ありました。

↑防犯ブザーのプレゼント（本浦小学校）

シジュウカラが子育て中
ポストの中でせっせと

　西集落の下平和寿さん宅にある手作りポス
トの中で、シジュウカラが巣を作り小さな卵
を温めています。
　4 月 上 旬、 妻 の 忍 さ ん が ポ ス ト を 覗 く と、
中には鳥の巣ができていて小さな卵があるの
を見つけました。小枝や葉っぱ、コケなどを
敷き詰めてできあがった巣は、大変住み心地
がよい様子で、 夜になると親鳥が巣に帰り、
小さな体で卵を温めています。長男の幸栄君

（10） は「8 つ の 卵 が 産 ま れ た。 雛 が 巣 立 つ
まで暖かく見守りたい」と話し、兄弟３人仲
良く観察しています。

←ポストの中
で卵を温める
シジュウカラ

↑下平さん宅
前に置かれた
手づくりのポ
スト
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　４月 19 日、犬鹿倉集落の小川信幸さんが
同集落内に仕掛けるイノシシわなに、オオタ
カの幼鳥が迷い込みました。
　オオタカは環境省が定める絶滅のおそれの
ある種で、「種の保存法」で保護される鳥類
です。冬季は南方で越冬する個体もあり、九
州の西側沿岸部を渡るため、長島はまさに渡
りのコースとなります。ただし、人があまり
近づかないような森の中で休憩したり餌を
採ったりしながら移動するので、長島で見る
ことは非常に珍しいことです。
　今回は、イノシシわなの中にいた小動物を
めがけて入ったものと思われます。
　オオタカを見つけた小川さんは「これまで
にカラスやキジがわなにかかったことはある
が、オオタカは初めてで驚いた」と大変びっ
くりした様子で話しました。
　取材後オオタカは、わなから放すと遠くの
大陸を目指し、元気よく飛び立っていきまし
た。

↑イノシシわなに迷い込んだオオタカ

珍鳥オオタカが飛来
するどい眼光がギラリ

伊 唐小の福島美海さん佳作
水の事故ゼロ運動で受賞

　水の事故ゼロ運動推進協議会が募集した平成
24 年 度「水 の 事 故 ゼ ロ 運 動」 標 語 で、 伊 唐 小
学校 1 年（当時）の福島美海さんの作品が佳作
に選ばれました。
　これは「自然体験」と「水の安全教育」を推
進し、水の事故ゼロを目指す全国運動の中で実
施されたもので、 全 2,491 点の応募中、1 年生
の受賞は一人だけで、 ３月 26 日、 福島さんに
中橋藤七教育長から表彰状が伝達されました。
　受賞した作品は次のとおりです。

「きめようね    かぞくみんなの    ひなんばしょ」

↑賞状を手に喜ぶ福島美海さん
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見頃迎えツツジが鮮やかに
の獅子島に笑顔が集う

　獅子島の恒例行事「獅子島招魂祭」が４月
28 日行われ、多くの地区住民らが参列して、
七郎山山頂で戦没者をしのびました。
　慰霊祭では、遺族や各種団体関係者らが祭
壇に玉串を捧げ、町遺族会を代表して濵畑順
一会長が「終戦から 68 年経過した今でも、
世界では爆弾テロなど犯罪が多発していま
す。戦争体験を風化せず、後生に語り継いで
いきたい。世界中に平和が訪れることが望ま
れます」とあいさつしました。

没者しのび平和を祈る

　４月２８日、ほぼ満開となり見頃を迎えた
２千本のツツジが鮮やかに咲き誇るなか「獅
子島つつじ祭り」が開催されました。
　このツツジは、県の特定離島ふるさとおこ
し推進事業の一つで、園地整備事業の補助金
を活用して植栽したものです。
　獅子島小学校の男子児童による奉納相撲で
は、低学年が高学年に勝つ大金星の一番がみ
られるなど、観客からは大きな声援が送られ
ました。
　演芸大会では太鼓の演奏や、獅子島デイ
サービス利用者が、人気アイドルグループに
扮してダンスを披露するなど、観客を大いに
喜ばせました。
　天候にも恵まれ、町外から観光客なども参
加し、七郎山山頂からは終日大きな笑い声が
こだましました。

↑参列する関係者

見頃を迎えた七郎
山のツツジ↓

←ダンスを披露する
獅子島デイサービス
利用者の皆さん 春

戦
平成 25 年度獅子島招魂祭
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（　）内は前月比

11,287(-29)
  5,455(-11)
  5,832(-18)
  4,445(15)

平成 25年 4月 30 日現在

 
◎
問
い
合
わ
せ
先

　

 

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

 

☎
（
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１
１
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６ ［
直
通
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春
の
花
が
終
り
を
迎
え
夏
の
花
へ
と

植
え
替
え
を
始
め
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

夏
の
花
植
え
の
ポ
イ
ン
ト
と
、
よ
く

あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ
．
夏
の
花
は
何
が
あ
り
ま
す
か
？

　

ケ
イ
ト
ウ
、イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
、ポ
ー

チ
ュ
ラ
カ
、
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン
、
コ
リ
ウ

ス
、
サ
ル
ビ
ア
、
ト
レ
ニ
ア
、
ヒ
マ
ワ

リ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ヒ
ャ
ク
ニ
チ

ソ
ウ
、
メ
ラ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

Ｑ
．
梅
雨
時
の
雨
に
負
け
な
い
た
め
に

は
？

　

梅
雨
に
入
る
頃
ま
で
に
大
き
な
株
の

苗
に
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

で
き
る
だ
け
５
月
の
う
ち
に
苗
を
確

保
し
、
花
を
摘
ん
で
植
え
る
と
株
が
大

き
く
な
り
ま
す
。

　

病
害
虫
の
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す

の
で
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
９
日
、
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
下
に
建
設

中
の
、
長
島
サ
ン
セ
ッ
ト
ス
ト
ー
ン
パ
ー
ク
の

段
々
畑
に
ツ
ワ
ブ
キ
の
苗
を
植
え
付
け
ま
し

た
。

　

春
の
陽
気
が
暖
か
く
な
り
始
め
た
こ
の
日

は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
額
に
汗
を
流
し
な
が

ら
、
作
業
員
27
人
が
約
１
千
５
０
０
平
方
㍍
の

段
々
畑
に
８
千
本
余
り
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
蔵
之
元
地
区
に
あ
る
グ
ロ
ー

ガ
ー
デ
ン
で
１
本
ず
つ
、
真
心
込
め
て
丁
寧
に

育
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
植
え
付
け
ら
れ
た
ツ
ワ
ブ
キ
は
町
内
で

採
取
し
た
も
の
で
す
が
、
今
後
は
全
都
道
府
県

の
ツ
ワ
ブ
キ
を
集
め
て
植
栽
す
る
予
定
で
す
。

↑ 1 本ずつ丁寧にツワブキを植える作業員の皆さん

Ｑ　

苗
が
た
く
さ
ん
必
要
な
人
は
？

　

花
の
多
く
は
挿
し
芽
で
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

気
温
が
20
℃
以
上
に
な
る
こ
の
時
期

は
、
挿
し
芽
に
最
適
な
時
で
す
。

　

７
～
８
㌢
の
長
さ
の
穂
先
を
、
鋭
利

な
刃
物
で
斜
め
45
度
に
切
り
、
１
時
間

程
度
水
あ
げ
し
ま
す
。

　

清
潔
な
挿
し
芽
用
土
に
棒
で
穴
を
開

け
て
挿
し
ま
す
。

　

日
陰
で
管
理
し
、
葉
に
水
分
を
与
え

て
く
だ
さ
い
。

　

土
は
渇
き
気
味
の
ほ
う
が
発
根
し
や

す
い
で
す
。

　
「
い
つ
来
て
も
長
島
は
花
が
き
れ
い
」

と
言
わ
れ
る
町
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

花
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
景

観
推
進
課
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

春
か
ら
夏
へ
花
壇
も
衣
替
え

↑花フェスタ会場に
咲くサルビアの花
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま
送

付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
月
号
が
私
の
デ
ビ
ュ
ー
作
と
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に

感
じ
た
で
し
ょ
う
か
。先
月
号
で「
読

ん
で
楽
し
い
、わ
か
り
や
す
い
広
報
」

を
作
り
た
い
と
言
っ
た
も
の
の
、
慣

れ
な
い
カ
メ
ラ
操
作
に
、
下
手
な
記

事
。
緊
張
し
な
が
ら
取
材
に
向
か
い

ま
し
た
。広
報
づ
く
り
の
大
変
さ
が
、

作
っ
て
み
て
初
め
て
身
に
染
み
た
こ

の
１
カ
月
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
勉
強

を
重
ね
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
き
た

い
で
す
。
小
さ
く
一
歩
、ま
た
一
歩
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
嵜
慶
和
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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赤
、
青
、
黄
色
。
た
く
さ
ん
の
色

の
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
、
訪
れ
る
人

の
目
を
輝
か
せ
、
心
を
和
ま
せ
て
い

ま
す
。

　

写
真
は
第
３
回
夢
追
い
長
島
花

フ
ェ
ス
タ
の
会
場
、
川
床
ふ
れ
あ
い

の
郷
に
あ
る
花
畑
で
す
。

　

４
月
下
旬
。
た
く
さ
ん
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
う
第
３
回
夢
追
い
長
島
花

フ
ェ
ス
タ
も
終
盤
を
迎
え
ま
し
た

が
、花
々
に
終
わ
り
は
な
い
様
子
で
、

い
つ
ま
で
も
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。
沿
道
沿
い
の
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
も
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
に
よ
っ
て
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
、
野
山
に
咲
く
自
然
の
花
々

も
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
に
拍
車
を
か
け

て
い
ま
す
。

　

同
会
場
を
訪
れ
た
霧
島
市
の
女
性

は
「
長
島
は
本
当
に
花
が
き
れ
い
な

町
で
す
ね
。
ま
た
来
た
い
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

心
を
和
ま
す

　
花
の
じ
ゅ
う
た
ん

色とりどりの花々に見入る来場者



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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○飯尾医院 88-5040
○恒吉医院 82-0048
○しみずこども医院 68-0633
○せき耳鼻咽喉科クリニック64-1187
○中島歯科医院 82-0020
□メープル薬局 62-9292
□すくすく薬局 72-5010
◇しみずこども医院

　　　

◎肺、大腸がん検診
◎日本脳炎予防接種
　　　　（町内医療機関）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○平田整形外科クリニック 62-8801
○いまむらクリニック 73-1700
○野田診療所 84-2023
○白男川歯科医院 63-0009
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□市民調剤薬局 68-0150
□長島調剤薬局 64-5555
◇キッズクリニック 63-7707

◎肺、大腸がん検診
◎三種混合予防接種
　　　　（町内医療機関）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・山門野・川床）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・山門野・川床）
（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○おかだクリニック 63-7011
○門松医院 64-6100
○三慶医院 63-2333
○よしだ歯科クリニック79-3443
□タカラ調剤薬局 62-8813
□ゆうゆう薬局 73-2907
□しおかぜ薬局　88-6011
◇こどもクリニック永松64-1500

◎肺、大腸がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・山門野・川床）
（獅子島）

◎ＢＣＧ予防接種
　　（保健福祉センター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
◎イルカ教室
　　（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・山門野・川床）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・山門野・川床）
（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○林泌尿器科クリニック64-8800
○山田クリニック 72-0420
○さくら通りクリニック62-2311
○児島歯科医院 86-1266
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□さくらんぼ薬局 68-7000
□のぞみ薬局 73-2131
◇出水総合医療センター67-1611

◎ポリオ予防接種
　　　　（町内医療機関）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎母子相談
　　（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・山門野・川床）
（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・山門野・川床）
■びん・有害ごみ
（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
◎イルカ教室
　　（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・山門野・川床）
（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・山門野・川床）
（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！

○飯尾医院 88-5040
○友愛クリニック 64-2101
○北国医院 72-0016
○わかすぎ皮フ科クリニック64-1313
○徳森歯科医院 67-3608
□めぐみ薬局 82-5551
□いずみ調剤薬局 68-5822
□上野薬局 72-1016
◇しみずこども医院 68-633


